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「自分たちが若い頃は上下関係
が厳しくて､寝屋親も先輩も怖かっ
た」と話す中村貢氏。以前は寝
屋子になるのは家を継ぐ長男と
決まっていたが、最近は次男がな
る場合も珍しくないという

「あの人になら子を預けても大丈
夫、という信頼の厚い人が寝屋親
を頼まれる。寝屋親も、自分が寝
屋子として育ててもらったので、地
域のために引き受けるという意識
が強い」と答志町会長の浜崎氏。
自身にも4人の寝屋子がいる

地
域
が
人
を
育
て
、
人
が
地
域
を
育
て
る
、

暮
ら
し
・
生
業
を
支
え
る
基
盤

　

か
つ
て
日
本
の
農
漁
村
に
は
、一
定
の
年
齢
に
達
し
た

男
子
が
集
団
生
活
を
行
い
、
社
会
性
を
養
う「
若
衆
宿
」

の
風
習
が
広
く
あ
っ
た
。
こ
の
風
習
を
今
も
受
け
継
ぐ
の

が
、
三
重
県
鳥
羽
市
の
沖
合
に
浮
か
ぶ
答
志
島
の
答
志
地

区
だ
。
人
口
約
１,
４
０
０
人
の
漁
業
の
ま
ち
を
訪
ね
た
。

　

中
学
を
卒
業
し
た
同
級
の
男
子
数
名
が
、
地
区
内
の
別

の
家
に
一
室（「
寝
屋
」）を
借
り
、
そ
こ
で
寝
泊
ま
り
を

す
る
の
が
こ
の
風
習
。
食
事
や
学
業
、
仕
事
の
時
間
以
外

は
一
緒
に
過
ご
す
。
そ
の
若
者
た
ち
を「
寝
屋
子
」と
言
い
、

彼
ら
に
部
屋
を
貸
す
地
区
の
家
主
が「
寝
屋
親
」で
あ
る
。

　

答
志
町
会
長
の
浜
崎
靖
導
氏
に
よ
る
と
、「
寝
屋
子
は

青
年
団
を
退
団
す
る
25
、26
歳
頃
か
、
誰
か
が
結
婚
し
た

時
点
で
解
散
し
ま
す
が
、
そ
の
後
は
朋
友
会
を
結
成
し
て
、

冠
婚
葬
祭
や
地
域
の
行
事
な
ど
、
節
目
節
目
で
助
け
合
う

生
涯
の
仲
間
に
な
り
ま
す
」。

　

寝
屋
子
の
結
婚
式
で
は
寝
屋
親
が
必
ず
仲
人
を
務
め
、

そ
の
後
も
実
の
親
子
同
様
の
関
係
が
続
く
と
い
う
。
平
成

22
年
現
在
、答
志
地
区
で
の
寝
屋
子
は
約
10
組
。こ
の
う
ち
、

 

答
志
島
答
志
地
区 

「
若
衆
宿
」の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
寝
屋
子
制
度

三
重
県
鳥
羽
市

つ
な
が
り
の
原
点
〝
家
族
〞
を
問
う   

│
活
動
事
例
か
ら

寝屋親の中村貢氏（左）と、４人の寝屋子、
（左から）橋本建君、西川長太君、浜口
幸亮君、中村良紀君。橋本君と西川君
は漁師の見習い中、浜口君と中村君は
将来、島外での就職を考えている
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八幡神社は島の守護神。旧暦1
月18日前後の3日間は答志地区
最大の祭「神祭」が開催される。
豊漁､海上安全を祈願する弓引
神事のほか、演芸大会もあり、
寝屋子単位で芝居をするのが恒
例。祭を大事にする伝統が寝屋
子存続の背景になっている

人口約1,400人の答志地区を眼下に望む。島内には、他に隣の「和具」、半農半漁の
「桃取」と３集落があり、地域性が異なる。たとえば答志では長男が家を継ぐが、和具で
は長男は島外へ出て次男が家を継ぐ。現在、寝屋子が続いているのは答志地区だけ

路地で子どもが走り回り、町中が遊び場に。都会ではあまり見かけなくなっ
た風景だ。家族だけでなく地域が子育てを支えている。各家庭の子ども数
も３人以上が普通だという

問い合わせ先

４
年
前
に
答
志
中
学
校
を
卒
業
し
た
４
名
の
若
者
の
寝

屋
親
に
な
っ
た
中
村
貢
氏
宅
を
訪
問
し
た
。
土
曜
の
午
後

８
時
前
、
寝
屋
子
が
次
々
と
集
ま
っ
て
き
た
。

　
「
以
前
は
毎
晩
集
ま
っ
た
け
ど
、最
近
は
土
日
だ
け
。
う

ち
の
寝
屋
子
に
は
島
外
で
生
活
し
始
め
た
子
も
い
て
、
全

員
集
ま
る
の
は
月
に
１
回
程
度
」と
中
村
氏
。
寝
屋
子
は
、

漁
師
の
見
習
い
中
と
い
う
西
川
長
太
君
と
橋
本
健
君
、
そ

れ
に
鳥
羽
市
内
の
高
等
専
門
学
校
に
在
学
中
の
中
村
良
紀

君
、
今
春
か
ら
名
古
屋
市
内
で
下
宿
し
て
大
学
へ
通
う
浜

口
幸
亮
君
の
４
名
。
彼
ら
は「
寝
屋
親
の
方
が
自
分
の
親

よ
り
相
談
し
や
す
い
」と
口
を
揃
え
る
。
漁
師
に
な
る
か
、

島
を
出
る
か
。
思
い
描
く
将
来
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、
こ

こ
に
集
ま
る
と
他
愛
の
な
い
話
題
で
大
い
に
盛
り
上
が
る
。

　
「
全
員
が
結
婚
す
る
ま
で
、
肩
の
荷
が
下
り
な
い
」と

苦
笑
す
る
中
村
氏
は
、
代
々
漁
師
を
営
む
62
歳
。
若
い
頃

は
、
島
内
の
年
頃
の
娘
さ
ん
の
家
に
寝
屋
子
朋
輩（
仲
間
）

と
連
れ
だ
っ
て
遊
び
に
行
き
、
互
い
に
気
に
入
る
と
結
婚
、

と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
最
近
は
、

8
〜
9
割
が
島
外
の
女
性
と
結
婚
す
る
。
世
代
の
違
い
、

時
代
の
変
化
を
感
じ
る
こ
と
も
多
い
そ
う
だ
。

　

寝
屋
子
の
存
続
理
由
に
つ
い
て
は
、
漁
業
の
担
い
手
を

確
保
す
る
必
要
性
や
、
厳
し
い
海
で
命
運
を
と
も
に
す
る

仲
間
の
連
帯
感
を
生
み
出
す
た
め
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
。
そ
れ
に
加
え
、
今
回
、
何
人
も
の
寝
屋
親
か
ら「
地

域
へ
の
恩
返
し
」と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
。
そ
れ
だ
け
寝

屋
子
は
答
志
地
区
の
中
で「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
強

固
に
す
る
」風
習
と
し
て
根
付
き
、
暮
ら
し
・
生
業
を
支

え
る
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。
答
志
地
区
の
人
々
が
寝
屋
子

は「
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
」と
感
じ
て
い
る
限
り
、

こ
の
風
習
は
簡
単
に
風
化
す
る
こ
と
は
な
さ
そ
う
だ
。

　
（
文
責
・Ｃ
Ｅ
Ｌ
編
集
室
）

　

答志地区では労働
人口の約８割が漁業
従事者。夫婦単位の
漁が主流で､「夫婦
船」をよく見かける

答志地区の集落に入ると、軒を寄せ合う家屋の間を細い路地が縦
横に伸びている。個人宅の戸や壁に書かれたマルハチの印。これ
は家内安全を願った魔除けで、八幡神社の「八」の字。旧正月に
行われる弓引神事に使われた炭で書かれたものだ




